
  ドアの不具合症状を下記に従って確認し、調整して下さい。

不具合症状 対策
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原因
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ドアが閉まらない（ラッチに収まらない）　　　　  　2～3P

レバーハンドルが空転して上（下）位置で止まる　　 4P

キーレックスのボタンが押せない、戻らない 　  　　　5P

キーレックスの記憶番号変更　　　　　　　　  　　　6～8P

ドアクローザーの速度調整　　　　　　　　　　　　　　 　9P

上記にない項目はテクノジャパンまでお問合せをお願いします。

ドアが閉じたまま開かない

解錠ができない

キーレックスのボタンが押せない

キーレックスの不具合

2P～3P参照

当社問い合わせ

2P～3P参照

当社問い合わせ

施錠ができない

ドアの建付けが悪い

ドアが閉まらない

当社問い合わせ

5P参照

ラッチと受けの位置が合っていない

レバーハンドルが正常位置でない

9P参照

ラッチが収まらない

ドアクローザーのスピードが遅い

上記以外のキーレックス不具合

キーレックスのボタンが押せない

4P参照

9P参照

6P～8P参照

5P参照

2P～3P参照
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レバーハンドルが空転してしまった

ドアクローザーの開閉速度を調整したい

キーレックスの記憶番号を変更したい

上記以外のキーレックス不具合



　　　　　　　　　　　　

2P

         【原因1】ドア枠の建付け不良により、ラッチが収まらない

         【原因2】使用頻度が多い事による、ラッチの不具合

         【使用工具】インパクト、セットハンマー、バール
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〈扉が閉まらない（ラッチに収まらない）〉

         【対応処置】

　　　　①調整したい側のクランプを緩める。

クランプを緩める

ラッチ受けに収まらない

拡大

枠のゆがみが確認できます

クランプ

クランプ
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3P

　　　　　 調整してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　④単管建地をセットハンマーで叩き、ラッチが入るよう外側に広げます。

 　　　　③ドアの下枠のゆがみをバールで上に上げてレベル調整する。

 　　　　⑤緩めたクランプを締めて、ラッチが入る事を確認する。

クランプを締める

ラッチが入る事を確認をする

枠のゆがみが確認できます

バールで上に上げて
レベルを調整します

枠のゆがみ調整完了

セットハンマーで単管建地

を叩き外側に広げます。

株式会社 テクノジャパン



4P

　　　　　　②レバーハンドルが正常位置に戻します。

　　　　　　【使用工具】特になし

　　　　　　【対応処置】

　　　　　　①レバーハンドルを手動で正常位置にもどす。
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〈レバーハンドルが空転して上（下）位置で止まる〉

　　　　　　【原因】

　　　　　　記憶ボタン操作をせず強引にレバーハンドルを操作すると内部機構保護のため安全装置

　　　　　　が作動しレバーハンドルが空転する。　※故障ではありません
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5P

　　　　　　　　

 　　　　③キーレックスを扉に取付け、ビスを締める。

         【対応処置】

 　　　　①現場側のキーレックス本体の4本のビスを外して、扉から引取出す。

 　　　　②ロックピン付近の埃を掃除機で取り除く。※潤滑スプレーは使用しないで下さい。
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〈キーレックスのボタンが押せない・戻らない〉

         【原因1】ボタンの隙間にほこりが入り押せない、又はボタンが戻らない。

        【使用工具】プラスドライバー、掃除機　

隙間

隙間

ボルト4本取り付ける

ボルト4本外す

キーレックスを引き出す
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6P
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〈記憶番号の変更手順〉

        【使用工具】プラスドライバー、マイナスドライバー

 　　　　③Cボタンを押して誤操作の記憶ボタンを解除します。

　　　　　　　　　　　

         【手順】

 　　　　①現場側の空錠切替プラグをAuto Lockにして下さい。

 　　　　②現場側の本体の4本のビスを外して、本体を扉から引き取ります。

Auto Lockにプラグ
を合わせる

キーレックスを取り外すビスを4本外す

Cボタンを押す

ロックピンが奥に引っ込みます
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7P

 　　　　⑤現在記憶されているロックピンの横溝を外側に全て回転させて下さい。（全てのクリアをします）

　　　　⑥新規に記録する番号のロックピンの横溝を中央部の横溝に合わして下さい。

　　　　④道路側の本体裏側のロックピンをマイナスドライバーで回転し、記憶番号の変更をする。

内側 : ロック

外側 ： ロック解除

外側 内側

外側 内側 外側

外側
内側

外側
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8P

　　　　⑧Cボタン+新規記憶ボタンを押し、レバーハンドルが解錠方向に回る事を確認して下さい

　　　　⑨本体を扉に取付ます。この時空錠切替プラグの溝はヨコ向き【Auto Lock】で取付ます。

Cボタン+新規記憶
ボタンを押す

ハンドルが回るか
確認する

ボルト4本締めます

Auto Lockにプラグ
を合わせる。
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　　　　　　　　　ねじを緩めすぎるとオイル漏れが発注するのでご注意下さい。

9P

　　　　注意：　①扉の閉まるスピードが速すぎると、閉まる音により近隣クレームが

　　　　　　　　 発生する恐れがあるのでご注意下さい。

　　　　　　　　　②ドアクローザーの開閉速度の調整は油圧で調整しております。

　　　　【使用工具】　プラスドライバー

 　　　　①ドアクローザー側面部の①②③のネジで扉の開閉速度を調整する

　　　　　（扉の開閉速度はネジを締めると遅く、緩めると早くなります。

         【手順】

セキュリティドア現場調整修理要領書
〈ドアクローザーの速度調整〉
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